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186

議
会
は

議
会
は  

進
化
す
る

進
化
す
る

〜
Ｉ
Ｃ
Ｔ
先
進
地
視
察
〜

〜
Ｉ
Ｃ
Ｔ
先
進
地
視
察
〜

※
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
は

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
は
「Inform

ation and 
C
om
m
unication T

echnology

（
情
報
通
信
技
術
）」
の
略
で
、
通
信

技
術
を
活
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
指
し
ま
す
。
情
報
処
理
だ
け

で
は
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
よ

う
な
通
信
技
術
を
利
用
し
た
産
業
や

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
総
称
で
す
。
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第３回定例会 町政を問う 一般質問

町政を問う！

　令和２年第３回定例町議会は、９月８日に招集され、会期９日間で開かれました。　令和２年第３回定例町議会は、９月８日に招集され、会期９日間で開かれました。
　初日は、町長の行政報告、３議員からの一般質問につづき、教育委員会委員の任命、功労表彰につ　初日は、町長の行政報告、３議員からの一般質問につづき、教育委員会委員の任命、功労表彰につ
いて、一部事務組合規約の変更３件、財産の取得、補正予算２件などが審議されました。いて、一部事務組合規約の変更３件、財産の取得、補正予算２件などが審議されました。
　また、令和元年度当麻町一般会計ほか５特別会計及び水道事業会計決算については、決算審査特別　また、令和元年度当麻町一般会計ほか５特別会計及び水道事業会計決算については、決算審査特別
委員会を設置し付託しました。委員会を設置し付託しました。
　最終日（16日）は、決算審査特別委員会の審査結果報告のほか、一般会計補正予算、意見書３件　最終日（16日）は、決算審査特別委員会の審査結果報告のほか、一般会計補正予算、意見書３件
の提出などについて審議しました。の提出などについて審議しました。

（議案審議結果は14ページをご覧ください）（議案審議結果は14ページをご覧ください）

　第３回定例会では、西川、餌取、加藤の3議員が一般質問を
行い、町長の考えを尋ねました。　　　　　　　（要旨にて掲載）

　一般質問と答弁（再質問を除く）の全文を当麻町ホームページ
「当麻町議会」の中に掲載していますのでご覧ください。

ここが
聞きたい

当麻町ホームページ／当麻町議会当麻町ホームページ／当麻町議会
http://town.tohma.hokkaido.jp/gikai/http://town.tohma.hokkaido.jp/gikai/

第３回定例会第３回定例会令和２年令和２年
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第３回定例会 一般質問

　

そ
こ
で
、
各
公
共
施
設
で
の
冬
期

　

そ
こ
で
、
各
公
共
施
設
で
の
冬
期

間
の
感
染
予
防
対
策
は
、
町
と
し
て

間
の
感
染
予
防
対
策
は
、
町
と
し
て

ど
の
よ
う
な
対
応
を
考
え
て
い
る
の

ど
の
よ
う
な
対
応
を
考
え
て
い
る
の

か
伺
い
ま
す
。

か
伺
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
各
学
校
・
幼
稚
園
・
子

　

加
え
て
、
各
学
校
・
幼
稚
園
・
子

育
て
総
合
セ
ン
タ
ー
や
各
観
光
施
設

育
て
総
合
セ
ン
タ
ー
や
各
観
光
施
設

等
に
オ
ゾ
ン
脱
臭
機
の
設
置
が
進
め

等
に
オ
ゾ
ン
脱
臭
機
の
設
置
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
対
応
を
更
に
拡

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
対
応
を
更
に
拡

大
し
、
感
染
防
止
を
徹
底
す
る
た
め

大
し
、
感
染
防
止
を
徹
底
す
る
た
め

に
も
、
改
善
セ
ン
タ
ー
・
輝
き
・
ヘ

に
も
、
改
善
セ
ン
タ
ー
・
輝
き
・
ヘ

ル
シ
ー
シ
ャ
ト
ー
・
保
健
福
祉
セ
ン

ル
シ
ー
シ
ャ
ト
ー
・
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
・
ま
と
ま
ー
る
・
武
道
館
・
各

タ
ー
・
ま
と
ま
ー
る
・
武
道
館
・
各

公
民
分
館
な
ど
、
人
の
集
ま
る
各
施

公
民
分
館
な
ど
、
人
の
集
ま
る
各
施

設
に
も
空
気
清
浄
機
等
の
設
置
が
必

設
に
も
空
気
清
浄
機
等
の
設
置
が
必

要
と
考
え
ま
す
が
町
長
の
考
え
を
伺

要
と
考
え
ま
す
が
町
長
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

い
ま
す
。

　
　
　

西
川
議
員

　
　
　

西
川
議
員

　
　
　

本
町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

　
　
　

本
町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
事
業
と
し
て
、

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
事
業
と
し
て
、

感
染
予
防
対
策
・
教
育
環
境
の
整

感
染
予
防
対
策
・
教
育
環
境
の
整

備
・
子
育
て
支
援
・
商
工
業
振
興
・

備
・
子
育
て
支
援
・
商
工
業
振
興
・

農
林
業
振
興
・
地
域
経
済
応
援
な
ど

農
林
業
振
興
・
地
域
経
済
応
援
な
ど

多
種
多
様
な
支
援
策
を
講
じ
、
充
実

多
種
多
様
な
支
援
策
を
講
じ
、
充
実

し
た
事
業
展
開
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
た
事
業
展
開
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
陽
性
者
ゼ
ロ
が
続
い
て

　

本
町
で
は
陽
性
者
ゼ
ロ
が
続
い
て

い
ま
す
が
、
全
国
的
に
は
収
束
の
兆

い
ま
す
が
、
全
国
的
に
は
収
束
の
兆

し
も
見
え
ず
、
こ
の
状
況
の
ま
ま
、

し
も
見
え
ず
、
こ
の
状
況
の
ま
ま
、

ウ
イ
ル
ス
感
染
が
多
発
す
る
恐
れ
が

ウ
イ
ル
ス
感
染
が
多
発
す
る
恐
れ
が

あ
る
冬
場
を
迎
え
る
気
配
で
す
。

あ
る
冬
場
を
迎
え
る
気
配
で
す
。

　

「
３
密
を
防
ぐ
」
「
新
北
海
道
ス

　

「
３
密
を
防
ぐ
」
「
新
北
海
道
ス

タ
イ
ル
を
遵
守
す
る
」
こ
と
が
、
よ

タ
イ
ル
を
遵
守
す
る
」
こ
と
が
、
よ

り
一
層
必
要
で
あ
り
、
換
気
は
感
染

り
一
層
必
要
で
あ
り
、
換
気
は
感
染

予
防
上
重
要
で
す
が
、
北
海
道
で
は

予
防
上
重
要
で
す
が
、
北
海
道
で
は

冬
期
間
の
窓
を
開
け
て
の
換
気
は
難

冬
期
間
の
窓
を
開
け
て
の
換
気
は
難

し
い
の
が
現
実
で
す
。

し
い
の
が
現
実
で
す
。

問 Q
冬
期
間
の
公
共
施
設
の

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
　
　
　

感
染
予
防
対
策
は

西　川　泰　弘

　
　
　

町　
　

長

　
　
　

町　
　

長

　
　
　

全
国
的
に
は
、
一
部
地
域
で

　
　
　

全
国
的
に
は
、
一
部
地
域
で

感
染
は
緩
や
か
に
減
少
し
て
い
る
も

感
染
は
緩
や
か
に
減
少
し
て
い
る
も

の
の
、
ク
ラ
ス
タ
ー
「
感
染
者
集

の
の
、
ク
ラ
ス
タ
ー
「
感
染
者
集

団
」
が
発
生
す
る
な
ど
、
今
後
も
再

団
」
が
発
生
す
る
な
ど
、
今
後
も
再

拡
大
に
向
け
た
警
戒
が
必
要
な
状
況

拡
大
に
向
け
た
警
戒
が
必
要
な
状
況

で
す
。

で
す
。

　

本
町
の
公
共
施
設
に
お
け
る
感
染

　

本
町
の
公
共
施
設
に
お
け
る
感
染

予
防
対
策
は
、
北
海
道
の
休
業
要
請

予
防
対
策
は
、
北
海
道
の
休
業
要
請

に
よ
り
閉
鎖
し
て
い
ま
し
た
が
、
公

に
よ
り
閉
鎖
し
て
い
ま
し
た
が
、
公

共
施
設
の
再
開
に
向
け
た
「
３
密
の

共
施
設
の
再
開
に
向
け
た
「
３
密
の

防
止
」
「
飛
沫
感
染
・
接
触
感
染
の

防
止
」
「
飛
沫
感
染
・
接
触
感
染
の

防
止
」
等
の
感
染
予
防
対
策
の
取
り

防
止
」
等
の
感
染
予
防
対
策
の
取
り

組
み
指
針
を
５
月

組
み
指
針
を
５
月
2525
日
に
策
定
し
、

日
に
策
定
し
、

５
月
５
月
2727
日
か
ら
、
す
べ
て
の
施
設
を

日
か
ら
、
す
べ
て
の
施
設
を

再
開
し
ま
し
た
。

再
開
し
ま
し
た
。

　

公
共
施
設
の
感
染
症
拡
大
防
止
対

　

公
共
施
設
の
感
染
症
拡
大
防
止
対

策
な
ど
緊
急
的
な
対
策
で
、
学
校
・

策
な
ど
緊
急
的
な
対
策
で
、
学
校
・

児
童
施
設
及
び
不
特
定
多
数
の
方
が

児
童
施
設
及
び
不
特
定
多
数
の
方
が

利
用
す
る
役
場
庁
舎
・
観
光
施
設
は
、

利
用
す
る
役
場
庁
舎
・
観
光
施
設
は
、

換
気
対
策
の
補
助
機
能
と
し
て
除
菌

換
気
対
策
の
補
助
機
能
と
し
て
除
菌

脱
臭
器
等
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

脱
臭
器
等
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

冬
期
間
の
定
期
的
な
換
気
は
、
寒

　

冬
期
間
の
定
期
的
な
換
気
は
、
寒

冷
地
の
た
め
困
難
な
場
合
が
想
定
さ

冷
地
の
た
め
困
難
な
場
合
が
想
定
さ

れ
ま
す
が
、
感
染
拡
大
防
止
「
新
北

れ
ま
す
が
、
感
染
拡
大
防
止
「
新
北

海
道
ス
タ
イ
ル
」
の
実
施
項
目
で
も

海
道
ス
タ
イ
ル
」
の
実
施
項
目
で
も

あ
る
た
め
、
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

あ
る
た
め
、
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
の
感
染
状
況
を
把
握
し
、
対

　

今
後
の
感
染
状
況
を
把
握
し
、
対

策
の
必
要
性
な
ど
を
見
極
め
な
が
ら

策
の
必
要
性
な
ど
を
見
極
め
な
が
ら

適
切
な
対
応
を
検
討
し
ま
す
。

適
切
な
対
応
を
検
討
し
ま
す
。

問　
　

西
川
議
員

問　
　

西
川
議
員

　
　
　

空
気
清
浄
機
は
、
場
所
に
よ

　
　
　

空
気
清
浄
機
は
、
場
所
に
よ

っ
て
必
要
だ
と
思
う
が
具
体
的
な
考

っ
て
必
要
だ
と
思
う
が
具
体
的
な
考

え
は
な
い
か
。

え
は
な
い
か
。

　
　
　

町　
　

長

　
　
　

町　
　

長

　
　
　

空
気
清
浄
機
の
増
設
は
考
え

　
　
　

空
気
清
浄
機
の
増
設
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
の
状
況
を
加

て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
の
状
況
を
加

味
し
て
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

味
し
て
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

答

答

Ａ
必
要
性
を
見
極
め
検
討

問

村 椿 町 長
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活
用
し
、
老
朽
化
の
進
ん
で
い
た

活
用
し
、
老
朽
化
の
進
ん
で
い
た

遊
具
を
中
心
に
更
新
を
行
っ
て
き

遊
具
を
中
心
に
更
新
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

現
在
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ

　

現
在
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ

ク
に
は

ク
に
は
3030
個
の
遊
具
が
あ
り
、
安

個
の
遊
具
が
あ
り
、
安

全
安
心
し
て
利
用
い
た
だ
く
た
め
、

全
安
心
し
て
利
用
い
た
だ
く
た
め
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
等
に
多
額
の
経
費

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
等
に
多
額
の
経
費

が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
老
朽
化
し

が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
老
朽
化
し

安
全
性
に
心
配
の
あ
る
遊
具
は
、

安
全
性
に
心
配
の
あ
る
遊
具
は
、

総
合
計
画
に
搭
載
し
計
画
的
な
更

総
合
計
画
に
搭
載
し
計
画
的
な
更

新
、
修
理
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

新
、
修
理
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
の
大

フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
の
大

規
模
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
現
在
予

規
模
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
現
在
予

定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
遊
具
の
入

定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
遊
具
の
入

替
を
行
う
際
に
は
、
利
用
者
に
楽

替
を
行
う
際
に
は
、
利
用
者
に
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
新
し
い
遊
具
の

し
ん
で
も
ら
え
る
新
し
い
遊
具
の

導
入
な
ど
を
検
討
し
、
今
後
と
も

導
入
な
ど
を
検
討
し
、
今
後
と
も

当
麻
町
な
ら
で
は
の
施
設
と
し
て

当
麻
町
な
ら
で
は
の
施
設
と
し
て

町
内
外
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

町
内
外
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

当
麻
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
９
月

　

令
和
２
年
９
月
3030
日
を
も
っ
て
任

日
を
も
っ
て
任

期
満
了
と
な
り
ま
す
森
脇
幸
司
氏

期
満
了
と
な
り
ま
す
森
脇
幸
司
氏

（
５
条
西
４
丁
目
）
を
、
引
き
続
き

（
５
条
西
４
丁
目
）
を
、
引
き
続
き

委
員
に
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

委
員
に
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
。

し
た
。

功
労
表
彰
に
つ
い
て

　

当
麻
町
表
彰
条
例
に
基
づ
き
今
年

　

当
麻
町
表
彰
条
例
に
基
づ
き
今
年

度
の
功
労
表
彰
は
、
河
野
豊
氏
（
４

度
の
功
労
表
彰
は
、
河
野
豊
氏
（
４

条
西
２
丁
目
）
、
長
縄
芳
一
氏
（
中

条
西
２
丁
目
）
、
長
縄
芳
一
氏
（
中

央
５
区
）
の
２
名
を
表
彰
す
る
こ
と

央
５
区
）
の
２
名
を
表
彰
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。

に
同
意
し
ま
し
た
。

　

河
野
氏
は
地
方
自
治
の
振
興
発
展

　

河
野
氏
は
地
方
自
治
の
振
興
発
展

に
、
長
縄
氏
は
地
域
福
祉
の
振
興
発

に
、
長
縄
氏
は
地
域
福
祉
の
振
興
発

展
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
貢
献
さ
れ

展
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
貢
献
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
す
。

た
こ
と
に
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
す
。

北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当

組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

答

　
　
　

餌
取
議
員

　
　
　

餌
取
議
員

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
事
業

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
事
業

に
関
し
て
、
国
の
コ
ロ
ナ
関
連
交
付

に
関
し
て
、
国
の
コ
ロ
ナ
関
連
交
付

金
を
フ
ル
に
活
用
し
た
数
々
の
支
援

金
を
フ
ル
に
活
用
し
た
数
々
の
支
援

事
業
に
は
、
町
内
外
か
ら
様
々
な
喜

事
業
に
は
、
町
内
外
か
ら
様
々
な
喜

び
の
声
を
聞
い
て
お
り
、
改
め
て
、

び
の
声
を
聞
い
て
お
り
、
改
め
て
、

当
麻
町
の
良
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

当
麻
町
の
良
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

当
麻
町
の
良
さ
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る

当
麻
町
の
良
さ
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る

た
め
、
国
内
に
も
数
少
な
い
本
格
的

た
め
、
国
内
に
も
数
少
な
い
本
格
的

な
施
設
で
あ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ

な
施
設
で
あ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
を
整
備
し
、
家
族
連
れ
で
に

チ
ッ
ク
を
整
備
し
、
家
族
連
れ
で
に

ぎ
わ
う
遊
び
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
と
し

ぎ
わ
う
遊
び
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
と
し

て
、
全
道
、
全
国
に
発
信
し
て
い
く

て
、
全
道
、
全
国
に
発
信
し
て
い
く

べ
き
と
考
え
ま
す
。

べ
き
と
考
え
ま
す
。

　

現
在
の
遊
具
は
平
成

　

現
在
の
遊
具
は
平
成
2222
年
に
大
規

年
に
大
規

模
な
整
備
が
さ
れ
て
以
降
、
大
幅
な

模
な
整
備
が
さ
れ
て
以
降
、
大
幅
な

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

毎
年
、
点
検
・
整
備
は
実
施
し
て
い

毎
年
、
点
検
・
整
備
は
実
施
し
て
い

問
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Q
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

整
備
は

餌　取　秀　信

Ａ
遊
具
入
替
の
際
に
検
討

る
と
思
い
ま
す
が
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

る
と
思
い
ま
す
が
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

か
ら
か
ら
1010
年
が
経
過
し
、
部
材
の
大
部

年
が
経
過
し
、
部
材
の
大
部

分
が
木
材
で
、
屋
外
の
施
設
で
あ
る

分
が
木
材
で
、
屋
外
の
施
設
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
一
部
に
傷
み
が
で
て
き

こ
と
か
ら
、
一
部
に
傷
み
が
で
て
き

て
安
全
性
の
心
配
も
あ
り
ま
す
。

て
安
全
性
の
心
配
も
あ
り
ま
す
。

　

多
方
面
に
当
麻
町
の
魅
力
を
発
信

　

多
方
面
に
当
麻
町
の
魅
力
を
発
信

し
、
集
客
に
つ
な
げ
る
た
め
、
遊
具

し
、
集
客
に
つ
な
げ
る
た
め
、
遊
具

の
充
実
や
大
規
模
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

の
充
実
や
大
規
模
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

な
ど
、
施
設
整
備
の
考
え
は
な
い
か

な
ど
、
施
設
整
備
の
考
え
は
な
い
か

町
長
に
伺
い
ま
す
。

町
長
に
伺
い
ま
す
。

　
　
　

町　
　

長

　
　
　

町　
　

長

　
　
　

と
う
ま
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
に

　
　
　

と
う
ま
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
に

あ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
に

あ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
に

つ
い
て
は
、
昭
和

つ
い
て
は
、
昭
和
5353
年
の
オ
ー
プ
ン

年
の
オ
ー
プ
ン

か
ら
現
在
ま
で
の

か
ら
現
在
ま
で
の
4242
年
間
、
町
内
外

年
間
、
町
内
外

か
ら
多
く
の
方
に
利
用
さ
れ
て
い
ま

か
ら
多
く
の
方
に
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
間
、
平
成

す
。
そ
の
間
、
平
成
2121
年
度
に
は
国

年
度
に
は
国

の
経
済
危
機
対
策
に
よ
る
交
付
金
を

の
経
済
危
機
対
策
に
よ
る
交
付
金
を

表

彰

規
約
・
変
更

同

意
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被
害
者
を
出
さ
な
い
こ
と
を
目
的
に
、

被
害
者
を
出
さ
な
い
こ
と
を
目
的
に
、

昨
年
昨
年
1212
月
に
更
新
し
全
戸
配
布
し
ま

月
に
更
新
し
全
戸
配
布
し
ま

し
た
。

し
た
。

　

住
民
説
明
会
の
開
催
は
、
２
月

　

住
民
説
明
会
の
開
催
は
、
２
月
1616

日
に
緑
郷
地
区
で
実
施
し
た
後
、
新

日
に
緑
郷
地
区
で
実
施
し
た
後
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
の

で
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
の

実
施
に
む
け
て
検
討
し
ま
す
。

実
施
に
む
け
て
検
討
し
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
避
難
所
運
営
は
、

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
避
難
所
運
営
は
、

感
染
予
防
対
策
と
し
て
、
防
災
備
蓄

感
染
予
防
対
策
と
し
て
、
防
災
備
蓄

品
（
オ
ゾ
ン
脱
臭
器
、
パ
ー
テ
ィ
シ

品
（
オ
ゾ
ン
脱
臭
器
、
パ
ー
テ
ィ
シ

ョ
ン
、
マ
ス
ク
、
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル

ョ
ン
、
マ
ス
ク
、
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル

ド
、
非
接
触
型
体
温
計
な
ど
）
の
整

ド
、
非
接
触
型
体
温
計
な
ど
）
の
整

備
、
屋
外
で
の
問
診
や
発
熱
者
対
応

備
、
屋
外
で
の
問
診
や
発
熱
者
対
応

を
行
う
エ
ア
ー
テ
ン
ト
の
整
備
を
行

を
行
う
エ
ア
ー
テ
ン
ト
の
整
備
を
行

い
、
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
の
防
止
に
取

い
、
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
の
防
止
に
取

り
組
み
ま
す
。

り
組
み
ま
す
。

　
　
　

加
藤
議
員

　
　
　

加
藤
議
員

　
　
　

昨
年

　
　
　

昨
年
1212
月
に
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

月
に
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
が
全
戸
に
配
布
さ
れ
、
町
と

マ
ッ
プ
が
全
戸
に
配
布
さ
れ
、
町
と

し
て
住
民
説
明
会
を
開
催
す
る
予
定

し
て
住
民
説
明
会
を
開
催
す
る
予
定

で
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に
延

で
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に
延

期
さ
れ
ま
し
た
。
説
明
会
の
時
期
を

期
さ
れ
ま
し
た
。
説
明
会
の
時
期
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
が
見
通

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
が
見
通

せ
な
い
中
、
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と

せ
な
い
中
、
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
記
録
的
な
大
雨
が
降
る
こ
と

の
な
い
記
録
的
な
大
雨
が
降
る
こ
と

を
想
定
し
、
指
定
避
難
所
で
は
「
３

を
想
定
し
、
指
定
避
難
所
で
は
「
３

密
（
密
集
、
密
接
、
密
閉
）
」
対
応

密
（
密
集
、
密
接
、
密
閉
）
」
対
応

型
の
避
難
所
も
準
備
し
て
お
く
べ
き

型
の
避
難
所
も
準
備
し
て
お
く
べ
き

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
町
長

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
町
長

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　

町　
　

長

　
　
　

町　
　

長

　
　
　

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、

　
　
　

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、

想
定
最
大
規
模
の
降
雨
災
害
に
よ
る

想
定
最
大
規
模
の
降
雨
災
害
に
よ
る

問 Q
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
の

　
　
　
　
　

豪
雨
災
害
対
策
は

加　藤　　　功

　
　
　

加
藤
議
員

　
　
　

加
藤
議
員

　
　
　

災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
高

　
　
　

災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
高

齢
者
や
独
居
老
人
、
障
が
い
者
な
ど
、

齢
者
や
独
居
老
人
、
障
が
い
者
な
ど
、

避
難
が
困
難
な
方
を
町
で
把
握
し
て

避
難
が
困
難
な
方
を
町
で
把
握
し
て

い
る
の
か
。

い
る
の
か
。

　
　
　

町　
　

長

　
　
　

町　
　

長

　
　
　

町
で
把
握
し
た
情
報
を
民
生

　
　
　

町
で
把
握
し
た
情
報
を
民
生

委
員
と
共
有
し
、
一
丸
と
な
っ
て
対

委
員
と
共
有
し
、
一
丸
と
な
っ
て
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

応
し
て
い
き
ま
す
。

答

答

Ａ
感
染
症
に
対
応
し
た

　
　

避
難
所
対
策
に
取
り
組
む

問

北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合

規
約
の
変
更
に
つ
い
て

北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災

害
補
償
等
組
合
規
約
の
変
更
に

つ
い
て

　

組
合
構
成
団
体
の
「
山
越
郡
衛
生

　

組
合
構
成
団
体
の
「
山
越
郡
衛
生

処
理
組
合
」
、
「
奈
井
江
、
浦
臼
町

処
理
組
合
」
、
「
奈
井
江
、
浦
臼
町

学
校
給
食
組
合
」
「
札
幌
広
域
圏
組

学
校
給
食
組
合
」
「
札
幌
広
域
圏
組

合
」
が
解
散
、
脱
退
し
た
こ
と
に
伴

合
」
が
解
散
、
脱
退
し
た
こ
と
に
伴

い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
合
規
約
に
つ
い

い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
合
規
約
に
つ
い

て
変
更
し
ま
し
た
。

て
変
更
し
ま
し
た
。

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

児
童
生
徒
一
人
一
台
の
端
末
整
備

　

児
童
生
徒
一
人
一
台
の
端
末
整
備

支
援
、
い
わ
ゆ
る
ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
構

支
援
、
い
わ
ゆ
る
ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
構

想
に
係
る
端
末
の
整
備
を
、
国
の
公

想
に
係
る
端
末
の
整
備
を
、
国
の
公

立
学
校
情
報
機
器
整
備
費
補
助
金
を

立
学
校
情
報
機
器
整
備
費
補
助
金
を

活
用
し
行
う
も
の
で
、
取
得
す
る
の

活
用
し
行
う
も
の
で
、
取
得
す
る
の

は
、
「
株
式
会
社　

Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス

は
、
「
株
式
会
社　

Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス

　

代
表
取
締
役　

今
成
敬
敏
」
か
ら

　

代
表
取
締
役　

今
成
敬
敏
」
か
ら

タ
ブ
レ
ッ
ト
と
キ
ー
ボ
ー
ド
が
一
体

タ
ブ
レ
ッ
ト
と
キ
ー
ボ
ー
ド
が
一
体

型
の
機
器
を
、
小
中
学
校
の
全
児
童

型
の
機
器
を
、
小
中
学
校
の
全
児
童

生
徒
分
４
２
５
台
、
教
師
用
及
び
予

生
徒
分
４
２
５
台
、
教
師
用
及
び
予

備
端
末
１
０
７
台
の
合
計
５
３
２
台

備
端
末
１
０
７
台
の
合
計
５
３
２
台

で
、
金
額
は
３
，
９
７
９
万
３
，
６

で
、
金
額
は
３
，
９
７
９
万
３
，
６

０
０
円
で
す
。

０
０
円
で
す
。 財

産
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９
月
８
日

９
月
８
日

令
和
２
年
度
当
麻
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
号
）

　

現
行
の
予
算
に
５
６
９
万
４
千
円

　

現
行
の
予
算
に
５
６
９
万
４
千
円

を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
を

を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
を
7878
億
２
，

億
２
，

２
３
５
万
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

２
３
５
万
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
補
正
の
主
な
内
容

◎
補
正
の
主
な
内
容

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
事
業
の

影
響
に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
事
業
の

計
数
整
理
及
び
町
施
設
の
指
定
管
理

計
数
整
理
及
び
町
施
設
の
指
定
管
理

者
へ
の
損
失
補
償
等
を
含
む
も
の
で

者
へ
の
損
失
補
償
等
を
含
む
も
の
で

す
。
す
。

　

※
中
止
と
な
っ
た
事
業
※

　

※
中
止
と
な
っ
た
事
業
※

　

・
東
京
当
麻
会
の
集
い

　

・
東
京
当
麻
会
の
集
い

　

・
敬
老
会

　

・
敬
老
会

　

・
新
米
・
新
そ
ば
ま
つ
り

　

・
新
米
・
新
そ
ば
ま
つ
り

　

・
町
民
田
植
え
祭
及
び
稲
刈

　

・
町
民
田
植
え
祭
及
び
稲
刈

　

・
蟠
龍
ま
つ
り
及
び
仮
装
盆
踊
り

　

・
蟠
龍
ま
つ
り
及
び
仮
装
盆
踊
り

　
　

大
会

　
　

大
会

　

・
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

・
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

※
指
定
管
理
者
へ
の
損
失
補
償
※

　

※
指
定
管
理
者
へ
の
損
失
補
償
※

　

・
ヘ
ル
シ
ー
シ
ャ
ト
ー
の
休
業

　

・
ヘ
ル
シ
ー
シ
ャ
ト
ー
の
休
業

　

・
鍾
乳
洞
及
び
と
う
ま
ス
ポ
ー
ツ

　

・
鍾
乳
洞
及
び
と
う
ま
ス
ポ
ー
ツ

　
　

ラ
ン
ド
の
休
業

　
　

ラ
ン
ド
の
休
業

　

・
昆
虫
館
の
休
業

　

・
昆
虫
館
の
休
業

　

そ
の
ほ
か
、
職
員
１
名
の
採
用
に

　

そ
の
ほ
か
、
職
員
１
名
の
採
用
に

よ
る
人
件
費
の
増
、
く
る
み
な
の
森

よ
る
人
件
費
の
増
、
く
る
み
な
の
森

費
で
、
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
外
壁
・
屋

費
で
、
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
外
壁
・
屋

根
改
修
工
事
の
石
綿
含
有
調
査
の
結

根
改
修
工
事
の
石
綿
含
有
調
査
の
結

果
、
石
綿
除
去
作
業
が
必
要
と
な
り
、

果
、
石
綿
除
去
作
業
が
必
要
と
な
り
、

改
修
費
用
の
不
足
が
生
じ
工
事
を
取

改
修
費
用
の
不
足
が
生
じ
工
事
を
取

り
や
め
た
た
め
、
修
繕
料
の
減
な
ど

り
や
め
た
た
め
、
修
繕
料
の
減
な
ど

の
補
正
を
行
い
ま
し
た
。

の
補
正
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　

澤
田
議
員

　
　
　

澤
田
議
員

　
　
　

く
る
み
な
の
森
、
セ
ン
タ
ー

　
　
　

く
る
み
な
の
森
、
セ
ン
タ
ー

ハ
ウ
ス
修
繕
費
で
ア
ス
ベ
ス
ト
が
入

ハ
ウ
ス
修
繕
費
で
ア
ス
ベ
ス
ト
が
入

っ
て
い
る
と
の
話
し
だ
が
。

っ
て
い
る
と
の
話
し
だ
が
。

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
　
　

施
設
改
修
に
あ
た
り
検
査
を

　
　
　

施
設
改
修
に
あ
た
り
検
査
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
、
す
べ
て
の
検
体

実
施
し
た
と
こ
ろ
、
す
べ
て
の
検
体

に
ア
ス
ベ
ス
ト
が
含
有
し
て
お
り
、

に
ア
ス
ベ
ス
ト
が
含
有
し
て
お
り
、

除
去
費
が
大
変
高
額
で
、
今
回
の
予

除
去
費
が
大
変
高
額
で
、
今
回
の
予

算
で
は
対
応
不
可
能
な
た
め
、
改
め

算
で
は
対
応
不
可
能
な
た
め
、
改
め

て
総
合
計
画
に
搭
載
し
、
修
繕
を
や

て
総
合
計
画
に
搭
載
し
、
修
繕
を
や

り
直
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

り
直
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
当
麻
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
（
医
科
診
療
施

設
勘
定
）
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

現
行
の
予
算
に
１
１
５
万
９
千
円

　

現
行
の
予
算
に
１
１
５
万
９
千
円

を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
を
１
億
１
，

を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
を
１
億
１
，

１
２
８
万
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

１
２
８
万
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
補
正
の
主
な
内
容

◎
補
正
の
主
な
内
容

　

医
療
事
務
の
業
務
増
に
伴
う
時
間

　

医
療
事
務
の
業
務
増
に
伴
う
時
間

外
勤
務
の
増
に
よ
り
医
療
事
務
委
託

外
勤
務
の
増
に
よ
り
医
療
事
務
委
託

料
の
増
額
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

料
の
増
額
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
院
内
感
染
拡
大
を
防
止
す

感
染
症
の
院
内
感
染
拡
大
を
防
止
す

る
取
り
組
み
に
対
す
る
道
補
助
事
業

る
取
り
組
み
に
対
す
る
道
補
助
事
業

で
、
マ
ス
ク
、
消
毒
液
を
購
入
、
除

で
、
マ
ス
ク
、
消
毒
液
を
購
入
、
除

菌
脱
臭
装
置
６
台
の
導
入
に
伴
う
増

菌
脱
臭
装
置
６
台
の
導
入
に
伴
う
増

額
補
正
を
行
い
ま
し
た
。

額
補
正
を
行
い
ま
し
た
。

  

９
月
９
月
1616
日日

令
和
２
年
度
当
麻
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
８
号
）

　

現
行
の
予
算
に
１
，
７
６
５
万
３

　

現
行
の
予
算
に
１
，
７
６
５
万
３

千
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
を

千
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
を
7878

億
４
千
万
５
千
円
と
し
ま
し
た
。

億
４
千
万
５
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
補
正
の
主
な
内
容

◎
補
正
の
主
な
内
容

　

動
画
撮
影
用
カ
メ
ラ
一
式
及
び
全

　

動
画
撮
影
用
カ
メ
ラ
一
式
及
び
全

天
候
型
カ
メ
ラ
等
の
備
品
購
入
費
、

天
候
型
カ
メ
ラ
等
の
備
品
購
入
費
、

旧
佐
藤
医
院
を
利
活
用
す
る
た
め
の

旧
佐
藤
医
院
を
利
活
用
す
る
た
め
の

現
況
調
査
等
の
た
め
、
建
物
調
査
委

現
況
調
査
等
の
た
め
、
建
物
調
査
委

託
料
、
令
和
３
年
４
月
に
開
設
す
る

託
料
、
令
和
３
年
４
月
に
開
設
す
る

小
規
模
保
育
所
の
設
置
に
伴
う
改
修

小
規
模
保
育
所
の
設
置
に
伴
う
改
修

工
事
及
び
備
品
購
入
費
、
８
月
７
日

工
事
及
び
備
品
購
入
費
、
８
月
７
日

の
強
風
で
倒
木
に
よ
り
破
損
し
た
ア

の
強
風
で
倒
木
に
よ
り
破
損
し
た
ア

ス
レ
チ
ッ
ク
・
ラ
ン
ド
リ
ー
ハ
ウ
ス

ス
レ
チ
ッ
ク
・
ラ
ン
ド
リ
ー
ハ
ウ
ス

の
屋
根
修
繕
料
を
増
額
し
ま
し
た
。

の
屋
根
修
繕
料
を
増
額
し
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
当
麻
町
決
算
に
基

づ
く
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資

金
不
足
比
率
に
つ
い
て

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化

に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
り
報
告

に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
り
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

さ
れ
ま
し
た
。

　

健
全
化
判
断
比
率
の
実
質
赤
字
比

　

健
全
化
判
断
比
率
の
実
質
赤
字
比

率
は
、
一
般
会
計
の
令
和
元
年
度
実

率
は
、
一
般
会
計
の
令
和
元
年
度
実

質
収
支
額
が
黒
字
の
た
め
、
あ
り
ま

質
収
支
額
が
黒
字
の
た
め
、
あ
り
ま

せ
ん
。

せ
ん
。

　

連
結
実
質
赤
字
比
率
は
、
一
般
会

　

連
結
実
質
赤
字
比
率
は
、
一
般
会

計
と
特
別
会
計
の
実
質
収
支
額
、
水

計
と
特
別
会
計
の
実
質
収
支
額
、
水

道
事
業
会
計
と
公
共
下
水
道
事
業
特

道
事
業
会
計
と
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
の
資
金
不
足
・
剰
余
額
の
合

別
会
計
の
資
金
不
足
・
剰
余
額
の
合

計
で
、
黒
字
と
な
り
、
あ
り
ま
せ
ん
。

計
で
、
黒
字
と
な
り
、
あ
り
ま
せ
ん
。

　

実
質
公
債
費
比
率
は
、
平
成

　

実
質
公
債
費
比
率
は
、
平
成
2929
年年

度
か
ら
令
和
元
年
度
ま
で
の
３
カ
年

度
か
ら
令
和
元
年
度
ま
で
の
３
カ
年

平
均
５
・
９
％
で
す
。

平
均
５
・
９
％
で
す
。

　

将
来
負
担
比
率
は
、

　

将
来
負
担
比
率
は
、
2828
・
０
％
と

・
０
％
と

な
り
ま
し
た
。

な
り
ま
し
た
。

　

資
金
不
足
比
率
は
、
水
道
事
業
会

　

資
金
不
足
比
率
は
、
水
道
事
業
会

計
、
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
と

計
、
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
と

も
に
資
金
剰
余
額
が
あ
り
、
資
金
不

も
に
資
金
剰
余
額
が
あ
り
、
資
金
不

足
比
率
は
あ
り
ま
せ
ん
。

足
比
率
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
指
標
は
、
町
の
財
政

　

そ
れ
ぞ
れ
の
指
標
は
、
町
の
財
政

状
況
が
健
全
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

状
況
が
健
全
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

補
正
予
算

質

疑

問答

報

告
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答 問
質

疑

問答

第
５
回
臨
時
会

第
５
回
臨
時
会

補
正
予
算
２
件
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　

〔
議
案
審
議
結
果
は
14
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
〕

令
和
２
年
度
当
麻
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）

　

現
行
の
予
算
に
３
億
６
，
２
４
３

万
７
千
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額

を
78
億
１
，
６
６
５
万
８
千
円
と
し

ま
し
た
。

◎
補
正
の
主
な
内
容

　

国
の
第
２
号
補
正
予
算
に
よ
り
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経

済
対
策
と
し
て
交
付
さ
れ
る
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
に
関
す
る
も
の
で
、

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

地
域
交
通
支
援
事
業
、
観
光
施
設
感

染
予
防
対
策
事
業
、
防
災
対
策
事
業

な
ど
町
民
の
生
活
を
守
る
事
業
実
施

に
要
す
る
増
額
補
正
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　

山
下
議
員

　
　
　

道
北
バ
ス
へ
の
支
援
は
、
必

要
な
こ
と
は
理
解
す
る
が
町
外
の
会

社
で
あ
り
、
町
へ
の
交
付
金
を
使
う

こ
と
に
矛
盾
を
感
じ
る
。
沿
線
の
首

長
と
慎
重
に
検
討
す
べ
き
で
な
い
か
。

　
　
　

町　
　

長

　
　
　

今
回
は
コ
ロ
ナ
の
特
別
な
措

置
と
し
て
、
地
域
の
公
共
交
通
を
守

る
た
め
の
支
援
で
す
。

　
　
　

西
川
議
員

　
　
　

道
北
バ
ス
は
地
域
の
足
と
し

て
本
当
に
重
要
で
あ
る
が
、
当
麻
町

で
先
行
せ
ず
に
近
隣
４
町
と
足
並
み

を
揃
え
る
べ
き
で
は
。

　
　
　

町　
　

長

　
　
　

各
自
治
体
、
交
付
額
や
規
模

が
異
な
る
た
め
、
足
並
み
を
揃
え
る

の
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

令
和
２
年
度
当
麻
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
（
医
科
診
療
施

設
勘
定
）
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

現
行
の
予
算
に
73
万
５
千
円
を
追

加
し
、
予
算
の
総
額
を
１
億
１
，
０

１
２
万
３
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
補
正
の
主
な
内
容

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
充
当
事

業
と
し
て
、
感
染
症
の
疑
い
が
あ
る

患
者
用
の
診
察
室
（
６
室
）
に
換
気

扇
を
設
置
し
換
気
機
能
を
強
化
す
る

た
め
に
増
額
補
正
し
ま
し
た
。

補
正
予
算

第５回臨時会／議案の審議

スクールバススクールバス

健全化法に基づく財政状況指標

健全化判断比率 早期健全化基準 当麻町の比率
実 質 赤 字 比 率 　１５％ ―
連 結 実 質 赤 字 比 率 　２０％ ―
実 質 公 債 費 比 率 　２５％ 　５．９％
将 来 負 担 比 率 ３５０％ ２８．０％

資金不足比率 経営健全化基準 当麻町の比率
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 　２０％ ―
水 道 事 業 会 計 　２０％ ―

※ 当麻町は国の基準以下なので健全な財政状況となっている。

そ
う
い
え
ば
ア
レ
ど
う
な
っ
た

〜
ス
ク
ー
ル
バ
ス
納
車
〜

　

５
月
15
日
開
催　

第
３
回
臨
時
会
に
お

い
て
可
決
し
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
10
月
15

日
に
納
車
し
ま
し
た
。

　

翌
16
日
か
ら
町
内
を
運
行
し
て
い
ま
す
。
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議案の審議

地方創生臨時交付金に係る充当事業

○過年度支出金支払事業　708千円
　・児童福祉扶助費（子どものための教育・保育給付事業）　 　708千円（財源：一般財源）

○子育て総合センター改修事業　15,985千円
　・手数料（建築確認申請及び完了検査手数料）　 　　　5千円（財源：一般財源）
　・工事請負費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 12,000千円（財源：まちづくり基金）
　・備品購入費　　  3,980千円（財源：まちづくり基金）

○森林総合整備事業　3,245千円
　・工事請負費（作業道補修事業）　 3,245千円（財源：まちづくり基金）

○商店活性化事業　▲1,000千円
　・商店活性化事業補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　△1,000千円（財源：一般財源）

○伊香牛地区体育館維持管理事業　438千円
　・修繕料（排煙窓オペレーター修繕）　 　438千円（財源：一般財源）

○北星地区体育館維持管理事業　434千円
　・修繕料（排煙窓オペレーター修繕）　 　434千円（財源：一般財源）

臨時交付金関係以外の補正予算（第６号補正予算関連）

 －参　考－
○地方創生臨時交付金配分額   　　　　  326,732千円

○地方創生臨時交付金対象事業費（今回を含む全事業） 546,266千円

　　　　　　　　　　　　　財源内訳 臨時交付金 326,732千円
　　　　　　　　　　　  国庫補助金 　　2,000千円
　　　　　　　　　　　　　  道補助金  15,000千円
　　　　　　　　　　　　　  そ　の　他　　　  150,000千円
　　　　　　　　　　　　　  一般財源  52,534千円

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
と
は

　

地
域
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た

め
地
域
独
自
の
取
組
を
支
援
す
る

た
め
に
国
か
ら
交
付
さ
れ
た
財
源

で
、
何
に
使
う
か
は
各
自
治
体
の

判
断
と
し
、
次
の
４
点
に
該
当
す

る
事
業
で
あ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

当
麻
町
独
自
の
取
組
に
つ
い
て

は
８
ペ
ー
ジ
、
９
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
ま
し
た
。

　

気
に
な
る
お
金
の
使
い
道
、
是

非
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

①
感
染
拡
大
の
防
止

　

〜
地
域
の
命
を
守
る
〜

②
雇
用
の
維
持
と
事
業
の
継
続

　

〜
暮
ら
し
を
支
え
、

　
　
　
　
　
　
　

守
り
き
る
〜

③
経
済
活
動
の
回
復

　

〜
地
域
経
済
を
立
て
直
す
〜

④
強
靭
な
経
済
構
造
の
構
築

　

〜
感
染
症
に
強
い

　
　
　
　
　
　

地
域
経
済
を
〜

○医科診療所感染予防対策事業（仮称）　　735千円
　・医科診療所の診察室（旧病室）に換気扇６台を設置整備 　735千円

○観光施設感染予防対策事業　　2,746千円
　・備品購入費（オゾン脱臭器13台） 2,746千円

○防災対策事業　　4,026千円
　・備品購入費（エアーテント　一式） 4,026千円　　　

当麻町プレミアム付商品券一般販売当麻町プレミアム付商品券一般販売
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議案の審議

新型コロナウイルス感染症対応
○当麻町地域経済応援チケット発行事業　　1,405千円
　・くらし応援チケットＰＲ委託料 (チラシ作製・折込料 ) 1,405千円

○プレミアム付商品券発行事業（仮称）　239,305千円
　・消耗品費（引換券用色上質紙） 　　46千円
　・印刷製本費（商品券、ポスター、封筒等） 5,761千円
　・郵送料（予約申込書、引換券等） 　496千円
　・換金業務等委託料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　231,952千円
　・販売委託料 1,050千円

○当麻町信用保証料補助事業（仮称）　　30,000千円
　・当麻町信用保証料補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　30,000千円

○大学生等サポート臨時給付金事業（仮称）　　15,000千円
　・大学生等サポート臨時給付金　　　　　　　　　　　　　　　15,000千円

○「新北海道スタイル」推進事業（仮称）　　15,000千円
　・「新北海道スタイル」推進交付金　　　　　　　　　　　　　15,000千円

○新型コロナウイルス感染症対策地域交通支援事業（仮称）　　14,500千円
　・新型コロナウイルス感染症対策地域交通支援金　　　　　　14,500千円

新型コロナウイルス感染症の感染拡大予防を図り，地域公共交通の現在及び将来にわたる安定的な運行
及び日常的な移動手段を確保するため，バス事業者，タクシー事業者に対し支援金を交付する。

○コロナウイルス緊急雇用対策事業　　6,710千円
　・修繕料　鍾乳洞グリーンパーク遊歩道等修繕工事 6,050千円
　・委託料　「当麻山１００年の森」侵入木伐採委託料 　660千円

○学校給食費支援事業（仮称）　　20,247千円
　・学校給食事業の賄材料費に臨時交付金を充当　　　　　　　 20,167千円
　・学校給食支援交付金 　　80千円

○ＩＣＴ教育推進事業（仮称）　　10,120千円
　・備品購入費（電子プロジェクター　一式）　　　　　　　　　10,120千円
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令和元年度 決算審査

総 額　88億1,186万円
　令和元年度当麻町一般会計ほか５特別会計及び水道事業会計
の決算は、議長と監査委員を除く全員で構成の『決算審査特別
委員会（片原委員長・上杉副委員長）』を設置し審議しました。
　審査の結果、各会計決算については、認定すべきものと決定
しました。

繰入金

農林業費

令和元年度 決算審査から
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澤
田
委
員

　
　
　

指
定
文
化
財
の
修
繕
事
業
で
、

法
隆
寺
の
立
て
看
板
を
修
繕
し
た
と

の
こ
と
だ
が
、
お
寺
の
看
板
を
町
で

修
繕
す
る
も
の
な
の
か
。

　
　
　

副
町
長

　
　
　

町
の
重
要
文
化
財
と
し
て
指

定
し
て
お
り
、
案
内
看
板
を
従
来
か

ら
設
置
し
て
い
ま
す
。
そ
の
看
板
が

老
朽
化
し
た
た
め
町
で
修
繕
す
る
も

の
で
す
。

　
　
　

加
藤
議
員

　
　
　

町
の
広
報
紙
「
我
が
郷
土
」

に
民
間
企
業
の
旭
川
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
ポ
テ
ト
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
広

告
が
毎
月
載
っ
て
い
る
し
、
ポ
テ
ト

の
看
板
が
役
場
の
前
の
町
有
地
に
立

っ
て
い
る
の
は
お
か
し
い
と
思
う
が
。

決算審査特別委員会

質

疑

一
般
会
計
歳
出

【
教　

育　

費
】

【
総　
　

括
】

　
　
　

山
下
委
員

　
　
　

今
後
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
ギ
ガ
ス

ク
ー
ル
で
視
力
が
落
ち
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
が
、
子
供
た
ち
の
視
力
検

査
を
増
や
す
計
画
は
あ
る
の
か
。

　
　
　

教
育
課
長

　
　
　

パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
視
力
の
低

下
は
ひ
と
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
と
は
思
い

ま
す
が
、
必
ず
年
一
回
の
健
康
診
断

で
視
力
検
査
を
実
施
し
て
お
り
、
適

正
視
力
を
保
護
者
に
お
知
ら
せ
し
て

眼
鏡
を
か
け
る
指
導
な
ど
は
行
っ
て

い
ま
す
。
視
力
検
査
の
回
数
を
増
や

す
こ
と
は
現
在
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

問

問

答

答

　
　
　

町　
　

長

　
　
　

広
報
紙
の
広
告
掲
載
料
は
製

作
費
に
充
て
て
い
ま
す
。
企
業
の
広

告
料
を
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

よ
り
経
費
を
か
け
ず
に
紙
面
を
作
成

し
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

看
板
は
故
障
時
の
連
絡
先
が
か
い
て

あ
り
、
ポ
テ
ト
に
は
町
内
一
円
の
行

政
放
送
サ
ー
ビ
ス
を
担
っ
て
も
ら
っ

て
い
る
も
の
で
す
。

問

答

※
ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
構
想
と
は

　

義
務
教
育
を
受
け
る
児
童
生
徒
の
た

め
に
、
一
人
一
台
の
学
習
者
用
Ｐ
Ｃ
と

高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
な
ど
を
整
備

す
る
５
年
間
の
計
画
で
す
。 

そ
の
目
的

は
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
の
個
性
に
合

わ
せ
た
教
育
の
実
現
や
、
教
職
員
の
業

務
を
支
援
す
る
「
統
合
系
校
務
支
援
シ

ス
テ
ム
」
の
導
入
に
よ
り
教
員
の
働
き

方
改
革
を
目
指
す
も
の
で
す
。

※
総
務
省
で
は
多
額
の
国
費
補
助
で
整

備
さ
れ
た
情
報
通
信
基
盤
施
設
の
有

効
活
用
を
事
業
実
施
自
治
体
へ
指
導

す
る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
利
用
率
向
上

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
当
麻
町
で
は
、

パ
ー
ト
ナ
ー
電
気
通
信
事
業
者
で
あ

る
、旭
川
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
「
ポ
テ
ト
」

と
連
携
し
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る

こ
と
か
ら
、
役
場
前
に
看
板
を
設
置

し
て
町
民
の
み
な
さ
ま
に
広
く
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。

役場敷地内のポテトの看板役場敷地内のポテトの看板
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行
政
視
察
報
告

＝
９
月
３
日
〜
４
日　

稚
内
市
議
会
＝

行政視察報告
　

当
麻
町
議
会
で
は
、
現
代
の
潮
流

を
見
極
め
、
議
会
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
に
よ
り
、
会
議
ご
と
に
使
用
さ
れ

る
膨
大
な
紙
資
源
の
削
減
や
作
業
負

担
軽
減
な
ど
の
業
務
効
率
向
上
、
全

議
員
が
、
情
報
の
共
有
化
に
よ
り
町

民
へ
の
正
確
な
情
報
提
供
が
で
き
る

な
ど
、
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
を
期
待
で

き
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
の
道
を
模
索

す
る
中
で
、
先
進
地
で
あ
る
稚
内
市

議
会
へ
行
政
視
察
を
実
施
し
ま
し
た

の
で
報
告
し
ま
す
。

　

昨
今
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
が
進
み
、
小
・
中

学
校
で
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に
よ
る

ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
取
組
ま
れ
て

い
る
状
況
下
、
地
方
議
会
に
お
い
て

も
、
議
会
運
営
に
係
る
資
料
等
の
ペ

ー
パ
ー
レ
ス
化
及
び
業
務
効
率
化
へ

の
動
き
が
出
て
来
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

本
年
７
月
に
稚
内
市
議
会
の
皆
さ

ん
が
新
庁
舎
建
設
の
検
討
に
あ
た
り

当
麻
町
庁
舎
視
察
に
来
町
さ
れ
た
折

に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
議

会
運
営
を
さ
れ
て
い
る
旨
の
お
話
を

お
聞
き
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
こ
と

を
ご
縁
と
し
て
、
平
成
29
年
度
か
ら

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
し
ペ
ー
パ

ー
レ
ス
化
に
よ
る
議
会
運
営
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
稚
内
市
議
会
を
視
察

さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
得
ま
し
た
。

　

９
月
３
日
に
全
議
員
で
訪
問
し
、

導
入
に
向
け
て
の
経
過
、
導
入
後
の

現
況
等
に
つ
い
て
研
修
い
た
し
ま
し

た
の
で
、
概
要
等
に
つ
い
て
報
告
い

た
し
ま
す
。

　

導
入
に
至
る
ま
で
の
経
過
に
つ
い

て
は
、
平
成
25
年
度
に
実
施
さ
れ
た

行
政
視
察
を
契
機
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
導

入
に
向
け
た
検
討
が
始
ま
っ
た
と
の

こ
と
で
、
翌
年
の
平
成
26
年
度
に
ペ

ー
パ
ー
レ
ス
化
に
よ
る
削
減
額
の
試

算
や
行
政
視
察
を
重
ね
る
と
伴
に
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
す
る

等
情
報
収
集
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

導
入
目
的
と
し
て
は
、
議
員
へ
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
貸
与
し
、
同
時
に

運
用
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
で
、

時
間
・
場
所
を
問
わ
ず
、
議
案
等
の

各
種
資
料
を
閲
覧
で
き
、
議
員
の
ラ

イ
フ
ワ
ー
ク
の
向
上
が
図
ら
れ
る
こ

と
や
、
議
案
等
の
資
料
を
全
て
デ
ー

タ
で
の
使
用
と
す
る
こ
と
で
、
結
果

的
に
庁
内
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
も
推

進
で
き
る
こ
と
と
な
る
。

　

平
成
28
年
４
月
、
導
入
に
向
け
て

の
始
動
を
議
会
運
営
委
員
会
で
決
定

さ
れ
、
検
討
事
項
と
し
て
、
初
期
導

入
経
費
・
年
間
維
持
管
理
経
費
・
必

要
財
源
・
講
習
会
の
開
催
等
が
検
討

さ
れ
た
。
導
入
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
し
た
議
会

運
営
を
検
討
す
る
上
で
は
、
議
会
側

の
意
向
を
行
政
側
に
伝
え
、
行
政
側

に
理
解
を
求
め
情
報
交
換
及
び
協
議

を
重
ね
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。

ま
た
、
議
員
個
々
に
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
運

用
シ
ス
テ
ム
会
社
に
依
頼
し
シ
ス
テ

ム
の
説
明
と
併
せ
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
操

作
の
体
験
を
行
っ
た
。

　

以
上
、
視
察
当
日
は
、
事
務
局
並

び
に
議
員
の
皆
さ
ん
か
ら
、
導
入
に

向
け
て
各
先
進
地
へ
の
行
政
視
察
の

実
施
や
情
報
収
集
・
各
種
検
討
を
重

ね
た
経
緯
等
を
お
聞
き
す
る
と
と
も

に
、
実
際
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使

っ
て
、
操
作
の
仕
方
等
詳
細
に
亘
っ

て
説
明
を
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
視
察
に
よ
り
、
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
を
活
用
し
て
の
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
の
メ
リ
ッ
ト
や
導
入
に
係
る

経
費
面
等
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
、

当
麻
町
議
会
と
し
て
の
今
後
の
方
向

付
け
の
糧
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
視

察
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

（
総
務
文
教
常
任
委
員
会
副
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　

西　

川　

泰　

弘
）
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意見書（地方の声を国政へ）

「地方財政の充実・強化を求める意見書」
１．感染状況や自治体における財政需要を把握しつつ、「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金」を

増額すること。交付額の算定にあたっては、財政力の弱い自治体においても必要かつ十分な対策を実行できる
よう、継続的かつ確実な財政措置を行うこと。

２．さらに、各自治体の実情に応じた実効性ある対策が講じられるよう、国の対策に伴い地方負担が生じる場合に
は確実に交付金の対象とするとともに、柔軟に活用できる自由度の高い制度とすること。

３．「新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金」についても、総額の増額など、地域に必要な医療提供体制
を整備するための措置を講じること。

４．会計年度任用職員制度における当該職員の処遇改善にむけて、本来の法の主旨に基づく所要額の調査を行い、
確実にその財源を確保すること。

５．地方交付税における「業務改革の取組等の成果を反映した算定（トップランナー方式）」は、地域の実情を無視し、
本来交付税に求められる財源保障機能を損なう算定方式であることから、その廃止にむけ検討すること。

６．「まち・ひと・しごと創生事業費」として確保されている１兆円について、引き続き同規模の財源を確保すること。
７．森林環境譲与税の譲与基準については、地方団体と協議を行い、林業需要の高い自治体への譲与額を増大させ

るよう見直すこと。
８．地域間の財源の偏在性是正にむけては、偏在性の小さい所得税・消費税を対象に国税から地方税への税源移譲

を行うなど、抜本的な改善を行うこと。また、各種税制の廃止、減税を検討する際には、自治体財政に与える
影響を十分検証した上で、代替財源の確保をはじめ、財政運営に支障が生じることがないよう対応をはかること。

「新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書」
１．地方の安定的な財政運営に必要な地方税、地方交付税等の一般財源総額を確保・充実すること。その際、臨時

財政対策債が累積することのないよう、発行額の縮減に努めるとともに、償還財源を確保すること。
２．地方交付税については、引き続き財源保障機能と財源調整機能が適切に発揮できるよう、総額を確保すること。
３．令和２年度の地方税収が大幅に減少することが予想されることから、万全の減収補填措置を講じるとともに、

減収補填債の対象となる税目についても、地方消費税を含め弾力的に対応すること。
４．税源の偏在性が小さく、税収が安定的な地方税体系の構築に努めるとともに、国税・地方税の政策税制につい

ては、積極的な整理合理化を図り、新設・拡充・継続に当たっては、有効性・緊急性等を厳格に判断すること。
５．特に、固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、制度の根幹を揺るがす見直しは、家屋・償却資産

を含め、断じて行わないこと。また、新型コロナウイルス感染症緊急経済対策として講じられた特例措置は、
本来国庫補助金等により対応すべきものであり、今回限りの措置として、期限の到来をもって確実に終了する
こと。

「国土強靱化に資する道路の整備等に関する意見書」
１．長期安定的に道路整備・管理が進められるよう、新たな財源を創設するとともに、道路関係予算は所要額を満

額確保すること。
２．高規格幹線道路については、着手済み区間の早期開通はもとより、未着手区間の早期着手及び暫定２車線区間

における４車線化といった機能向上を図ること。
３．令和２年度までの限定的な措置となっている「防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策」を継続し、

対象事業の範囲を拡充すること。また、地方が国土強靱化地域計画に基づく事業を着実に推進するため、必要
な予算を確保するとともに、緊急自然災害防止対策事業債等の継続を含めた地方財政措置制度の充実を図るこ
と。

４．道路施設の老朽化対策を推進するため、点検・診断・補修などのメンテナンスサイクルを確立し、予防保全を
含む戦略的な維持管理・更新事業を行うための技術的支援の充実を図るとともに、対策予算を確保すること。

５．冬期交通における安全性の確保、通学路などの交通安全対策、無電柱化の推進、安全で快適な自転車利用環境
の創出、北海道観光の発展に資する交通ネットワークの形成など、地域の暮らしや経済活動の復興を支える道
路の整備や管理の充実を図ること。

６．災害発生時の迅速かつ円滑な復旧等のため、北海道開発局及び開発建設部の人員体制の維持・強化を図ること。

意見書
　第3回定例会で可決した意見書を、内閣総理大臣ほか各関係省庁などに提出しました。
　なお、主な内容は次のとおりです。
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第５回　臨時会

事件番号 件　　　　　　　　　　　　　　　名 結　果 議決月日

議　案 第70号 令和２年度当麻町一般会計補正予算（第６号） 原案可決

８月21日議　案 第71号 令和２年度当麻町国民健康保険特別会計（医科診療施設勘定）補正予算（第２号） 原案可決

議員の派遣について 承　　認

議案審議の結果

第３回　定例会
事件番号 件　　　　　　　　　　　　　　　名 結　果 議決月日

同　意 第16号 当麻町教育委員会委員の任命について 同　　意

９月８日

同　意 第17号 功労表彰について 同　　意

議　案 第72号 北海道市町村職員退職手当組合規約の変更について 原案可決

議　案 第73号 北海道市町村総合事務組合規約の変更について 原案可決

議　案 第74号 北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更について 原案可決

議　案 第75号 財産の取得について 原案可決

議　案 第76号 令和２年度当麻町一般会計補正予算（第７号） 原案可決

議　案 第77号 令和２年度当麻町国民健康保険特別会計（医科診療施設勘定）補正予算（第３号） 原案可決

報　告 第３号 令和元年度当麻町決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率について －

認　定 第１号 令和元年度当麻町一般会計決算認定について

認　定

９月16日

認　定 第２号 令和元年度当麻町国民健康保険特別会計（事業勘定）決算認定について

認　定 第３号 令和元年度当麻町国民健康保険特別会計（医科診療施設勘定）決算認定について

認　定 第４号 令和元年度当麻町後期高齢者医療特別会計決算認定について

認　定 第５号 令和元年度当麻町介護保険特別会計決算認定について

認　定 第６号 令和元年度当麻町公共下水道事業特別会計決算認定について

認　定 第７号 令和元年度当麻町水道事業会計決算認定について

議　案 第78号 令和２年度当麻町一般会計補正予算（第８号） 原案可決

意見案 第２号 地方財政の充実・強化を求める意見書の提出について 原案可決

意見案 第３号 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源
の確保を求める意見書の提出について 原案可決

意見案 第４号 国土強靭化に資する道路の整備等に関する意見書の提出について 原案可決

議員の派遣について 承　　認

閉会中の所管事務調査の申し出について（総務文教常任委員会）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（産業福祉常任委員会）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（議会運営委員会）

承　　認

議会を傍聴される方へ
　傍聴を希望される方は、マスク着用と手指消毒にご協力ください。
　なお、新型コロナウイルス感染拡大予防の観点から傍聴席数を半数にしておりますの
で、ご了承願います。

議案審議の結果
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議案審議の結果／意見書

議案の採決結果
西
川
議
員

善
光
議
員

山
下
議
員

加
藤
議
員

上
杉
議
員

片
原
議
員

岸
山
議
員

餌
取
議
員

澤
田
副
議
長

中
港
議
長

議 案 第70号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第71号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

同 意 第16号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

同 意 第17号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第72号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第73号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第74号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第75号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第76号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第77号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

認 定 第１号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

認 定 第２号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

認 定 第３号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

認 定 第４号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

認 定 第５号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

認 定 第６号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

認 定 第７号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第78号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

意見案 第２号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

意見案 第３号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

意見案 第４号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

○＝賛成　×＝反対　欠＝欠席　　　ただし、議長は職務上、採決に参加していません。　　　　　　　（議席順）

上
川
管
内
町
村
議
会
議
員
研
修
会

　　

1010
月
９
日
、
鷹
栖
町
で
上
川
管
内
町
村
議
会

月
９
日
、
鷹
栖
町
で
上
川
管
内
町
村
議
会

議
員
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

議
員
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
で
は
２
名
の
講
師
か
ら
地
方
議

　

こ
の
研
修
会
で
は
２
名
の
講
師
か
ら
地
方
議

会
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
の
講
演
を
い
た
だ

会
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
の
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

き
ま
し
た
。

　

講
演
の
中
で
は
、
各
市
町
村
が
抱
え
る
議
員

　

講
演
の
中
で
は
、
各
市
町
村
が
抱
え
る
議
員

の
な
り
手
不
足
の
背
景
な
ど
が
事
例
と
し
て
紹

の
な
り
手
不
足
の
背
景
な
ど
が
事
例
と
し
て
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

介
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
町
議
会
議
員
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り

　

今
後
の
町
議
会
議
員
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り

の
未
来
を
担
う
人
材
育
成
な
ど
に
注
力
す
べ

の
未
来
を
担
う
人
材
育
成
な
ど
に
注
力
す
べ

く
、
町
民
の
皆
様
、
行
政
、
議
会
が
一
丸
と
な

く
、
町
民
の
皆
様
、
行
政
、
議
会
が
一
丸
と
な

り
議
会
運
営
を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
確
認
で
き

り
議
会
運
営
を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
確
認
で
き

た
有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

た
有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。



令
和
２
年
11
月
10
日

　８月　 12日 全員協議会
 21日 第５回臨時会
 24日 総務文教常任委員会
 25日 産業福祉常任委員会
 28日 上川中央部議会事務局長会議（局長⇒愛別町）

　９月　  ２日 議会運営委員会
  ３～４日 稚内市議会行政視察（稚内市）
  ８日 第３回定例会（初日）
  決算審査特別委員会
  全員協議会
  ９日 決算審査特別委員会
 16日 第３回定例会（最終日）
  全員協議会
  議会報編集特別委員会
 25日 議会報編集特別委員会

　10月　  ９日 郷土資料館工事現場視察
  上川管内町村議会議員研修会（鷹栖町）
 15日 上川町村議会事務職員研修会（係長⇒愛別町）
 21日 議会事務研究会（局長⇒札幌市）
 22日 議会報編集特別委員会
 24日 交通安全町民集会
 29日 上川町村議会議長会研修会（議長⇒音威子府村）
  議会報編集特別委員会

　11月　  ２日 全員協議会
   ５日 当麻町功労表彰式
  ６日 新規就農を祝う会（議長）
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